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都市防災、民間の投資が不可欠

　
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
災
害
発
生
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
今
、
都
市
・
地
域
で
の
防
災

投
資
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
災
害

発
生
前
に
防
災
投
資
を
す
る
こ
と
に
よ

り
被
害
を
軽
減
で
き
る
確
度
は
高
い
。

　
し
か
し
、
自
治
体
は
防
災
予
算
確
保

の
ハ
ー
ド
ル
や
、
防
災
に
従
事
す
る
職

員
数
の
減
少
、
定
期
的
な
異
動
に
よ
る

専
門
性
強
化
の
難
し
さ
な
ど
を
背
景

に
、
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
民
間
企
業

の
防
災
投
資
だ
。
投
資
対
効
果
が
見
え

ず
ら
い
状
況
で
は
主
体
的
に
役
割
を
引

き
受
け
に
く
い
だ
ろ
う
が
、
災
害
に
対

す
る
脆
弱
性
が
増
大
し
て
い
る
日
本
の

実
態
を
直
視
す
れ
ば
、
新
た
な
担
い
手

か
ら
の
防
災
投
資
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
着
眼
点
の
ひ
と
つ
が
、
上
下
水
道
、

廃
棄
物
処
理
、
道
路
等
の
公
共
の
イ
ン

フ
ラ
事
業
で
の
防
災
投
資
で
あ
る
。
多

く
の
自
治
体
で
は
イ
ン
フ
ラ
と
防
災
の

所
管
部
署
が
分
か
れ
、
イ
ン
フ
ラ
事
業

の
資
産
を
事
業
の
枠
を
超
え
て
防
災
に

生
か
す
視
点
は
持
ち
に
く
い
か
ら
だ
。

　
一
方
、
「
水
の
官
民
連
携
」
な
ど
国

の
政
策
を
受
け
公
共
の
イ
ン
フ
ラ
事
業

を
民
間
が
担
う
ケ
ー
ス
は
増
え
て
い

る
。
民
間
が
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
技
術
人

材
や
資
金
、
設
備
に
、
都
市
・
地
域
の

防
災
に
生
か
す
「
複
合
化
」
の
視
点
を

持
っ
て
投
資
す
れ
ば
、
自
治
体
の
防
災

の
所
管
部
署
が
別
途
そ
の
投
資
を
行
う

よ
り
も
質
と
効
率
を
高
め
や
す
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
公
共
の
イ
ン
フ
ラ

事
業
に
民
間
企
業
が
参
画
す
る
際
、「
標

準
化
」
に
寄
与
す
る
投
資
に
踏
み
出
す

こ
と
が
重
要
だ
。
都
市
・
地
域
の
防
災

に
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
資
産
を
活
用
す
る

に
は
、
ま
ず
イ
ン
フ
ラ
自
体
の
被
災
時

の
対
応
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
必
要

に
な
る
。
被
災
自
治
体
に
よ
る
自
主
対

応
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
他
自
治
体

や
民
間
企
業
か
ら
の
「
受
援
体
制
」
の

確
保
が
不
可
避
だ
。

　
し
か
し
、
今
の
公
共
の
イ
ン
フ
ラ
事

業
の
資
産
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
は
自
治

体
ご
と
に
仕
様
等
が
異
な
る
こ
と
が
多

く
、
外
部
か
ら
の
支
援
が
非
効
率
に
な

り
や
す
い
。
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
の
標
準

化
へ
の
投
資
は
、
ま
さ
に
防
災
投
資
と

な
る
は
ず
だ
。

　
都
市
・
地
域
で
の
防
災
投
資
を
コ
ス

ト
と
み
る
か
、
将
来
の
企
業
成
長
に
つ

な
が
る
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
・
防
災
事
業

へ
の
投
資
機
会
と
と
ら
え
る
か
。
来
た

る
大
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
民

間
企
業
に
よ
る
新
た
な
戦
略
的
投
資
に

期
待
し
た
い
。


